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　バラ園では、春のバラが例年よりも少し早く見頃を迎えま
した。今年もたくさんのバラが咲き、その豊かな色彩と芳醇
な香りが来園者を楽しませていました。
　園内のバラは、秋に再び見頃を迎えます。秋のバラ園にも、
ぜひお越しください。

今月の主な記事

住 民 の 動 き
令和５年５月末現在（　）内は前月比令和５年５月末現在（　）内は前月比

人　口… 35,435人…（ー６） 15歳未満… 5,126人…（−14）

65歳以上… 9,131人…（＋８）

平均年齢… 44.8歳

　男… 17,097人…（＋９）

　女… 18,338人…（−15）

世帯数… 15,300戸…（＋３）

広報あいずみ４月号（No951）及び５月号（No952）に掲載
した「住民の動き」に誤りがありました。お詫びして訂
正します。

・４月号　（正）65歳以上　9,101人（+16）
・５月号　（正）65歳以上　9,123人（+22）

お詫びと訂正

まちを彩るバラの香りに包まれてまちを彩るバラの香りに包まれて
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低所得の子育て世帯に対する子育て世帯
生活支援特別給付金 （ひとり親世帯以外分）

　食費等の物価高騰の影響を特に受ける低所得の子育て世帯に対し、生活支援のために実施します。

給　付　額　児童一人当たり一律５万円

支給対象者　次の（１）（２）のいずれかに該当する方が対象となります。
　　　　　　（１） 令和４年度子育て世帯生活支援特別給付金の支給対象者であった方
　　　　　　（２） 次の(a)と(b)両方の条件を満たす方
　　　　　　　　 (a)　 令和５年３月31日時点で18歳未満（障がい児の場合、20歳未満）の児童を

養育している方（令和６年２月末までに生まれた新生児等も対象）
　　　　　　　　 (b)　 令和５年度住民税（均等割）が非課税の方、又は令和５年１月１日以降の

収入が急変し住民税非課税相当の収入となった方（家計急変者）
　※子育て世帯生活支援特別給付金（ひとり親世帯分）の支給を受けた児童分は対象外となります。

支給の手続　（１） 令和４年度子育て世帯生活支援特別給付金の支給対象者
　　　　　　　　 申請は不要です。
　　　　　　　　 支給方法　令和４年度給付金を支給した口座へ振込み
　　　　　　　　 支給時期　６月末頃
　　　　　　　※事前に案内通知をお送りします。

　　　　　　（２） 上記以外の方（収入が急変した方など）
　　　　　　　　 申請が必要です。
　　　　　　　　  　支給対象となる場合は、申請書に振込先の口座等を記入し、必要書類（収入

額の申立書など）を提出（郵送可）してください。
　　　　　　　　 支給時期：申請書の審査後、順次口座に振り込みます。
　　　　　　　※父母が共に児童を養育している場合は、所得の高い方が申請者となります。
　　　　　
　　　　　　　※申請書等必要書類については、町ホームページをご覧ください。
　　　　　　　　 また、申請書等の様式は、福祉課窓口までお越しいただくか、町ホームページ

からダウンロードできます。

　　　　　　　　 申請期間　７月３日（月）～令和６年２月29日（木）
　　　　　　　　 ※郵送での提出の場合、当日の消印まで有効です。
　　　　　　　　 ※ 令和６年３月分からの児童手当、特別児童扶養手当の認定の請求をした場合

は、令和６年３月15日（金）までが申請期限となります。

　　 福祉課  （☎６３７・３１１４）問
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　認可外保育所へお子さんを預けているご家庭に対し、少子化対策の一環として保育料を助成しています。

対象者
　次の条件を全て満たす保護者の方
・  お子さんと保護者のどちらもが本町に住民票があ

り、居住していること
・  現に扶養している児童が世帯に３人以上いること
・  令和５年４月１日時点で満４歳未満の第３子以降

の児童を認可外保育所に入所させていること
・  認可外保育所と保育について月単位で利用契約を

していること
・  保育を必要とする事由（就労等）に該当していること

対象認可外保育所
　県への設置届を義務付けられた施設で、認可外保
育施設指導監督基準を全て満たす旨の証明書の交付
を受けた施設

助成額
　認可外保育施設の月額保育料の2/3相当額（上限
３万円、1,000円未満切上げ）
※給食費（食材料費・おやつ代など）は対象外
※ 保育料の内に、幼児教育・保育無償化により施設

等利用給付費の助成対象となる金額がある場合は、
それを除いた額を基に計算します。

提出書類
　次の書類を福祉課までご提出ください。
・支給申請書
・施設の在籍証明書
・保育料の領収書
・その他審査に必要な書類（就労証明書等）

申請受付期間
利用月（助成対象月） 申請受付期間

令和５年４月～６月分 令和５年７月３日（月）～31日（月）

　　　　７月～９月分 　　　　10月２日（月）～31日（火）

　　　　10月～12月分 令和６年１月４日（木）～31日（水）

令和６年１月～３月分 　　　　４月１日（月）～30日（火）

※土日・祝日を除く

認可外保育所入所児童の認可外保育所入所児童の
第３子以降に対する保育料助成第３子以降に対する保育料助成

問  福祉課（☎637・3114）

今　月　の　納　税
町　　税 納期限 ※ 口座振替をご利用の方は、前日まで

に口座へご入金ください。町県民税 １期 ６月30日（金）
● 口座振替契約を解除するには、解約手続が必要です。転出・婚姻等、世帯状況に異動があった場合でも、自動

的に解約となりませんのでご注意ください。
● 納付期限を過ぎている納付書及び１枚当たりの税額が30万円を超える納付書は、コンビニエンスストア及びス

マートフォン決済アプリ「LINE Pay」では納付できません。
● 令和５年度課税分から地方税統一QRコードを

使用した納付が可能です。
　 利用方法など詳細は、地方税お支払サイトをご

確認ください。

地方税お支払サイト
地方税のお支払が便利・簡単に‼

eL マーク eL-QR eL 番号

スマホや
パソコンで
お支払が可能です

※ 「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。 地方税お支払サイト　　 税務課（☎637・3117）問
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新型コロナワクチンの新型コロナワクチンの
令和５年春開始接種を実施しています令和５年春開始接種を実施しています

（８月末まで）（８月末まで）
　令和５年春開始接種は、対象者限定です。
　対象者は、初回接種（1・2回目）が完了している方のうち
① 65歳以上の方
② ５歳から65歳未満の基礎疾患を有する方等
③ 医療従事者・高齢者施設等従事者
に限られます。

※ 初回接種（1・2回目）が完了した５歳から11歳のお子さんで、令和４年秋開始接種（オミクロン株対応ワクチンの
接種）がお済みでない方は、②に該当しない場合でも、令和５年８月末までオミクロン株対応ワクチンの接種
が可能です。

　 ②③に該当する方で、お手元に接種券が届いていない方は、申請が必要です。
　詳細は、町保健センターまでお問い合わせください。

問 接種の相談・予約に関すること　郡新型コロナワクチン予約・相談センター（日・祝日を除く）（☎624・9833）
　　　接種券の発行に関すること　　　町保健センター（☎637・3132、☎692・8658）

　対象の方には、７月上旬までに受診券を送付しますので、是非この機会に受診ください。
　特定健康診査は生活習慣病予防を目的としています。同項目の健診を自費で受けた場合、約9,000円かかり
ますが、受診券を利用することで1,000円（基本項目のみ）で受診できます。生活習慣病は発症するまでほとん
ど自覚症状がなく、いつの間にか病気が進行してしまう危険性があります。特定健診で自分の健康状態を
チェックし、病気の発症や重症化を予防し、早めに治療しましょう。

受 診 期 間　受診券を受け取ってから令和６年１月末まで
　　　　　　※10月以降に75歳になる方は誕生日前日又は１月末のどちらか早い方まで

対 象 者　町国民健康保険に加入している40歳以上75歳未満の方
　　　　　　※９月30日までに75歳になる方は対象となりません。
　　　　　　※ ４月１日以降に町国民健康保険の加入手続をした方で、受診券が届かない方は健康推進課へ

ご連絡ください。

受 診 機 関　受診券に同封の医療機関一覧をご確認ください。

検 査 項 目　血液検査、血圧測定、尿検査、身体測定、心電図、問診・診察

自己負担金　1,000円

　特定健診受診対象者は、町国民健康保険特定健診「健康マイレージ事業」に参加できます。「健康マイ
レージ事業」とは、町国民健康保険被保険者の方の健康づくりを推進する取組です。特定健診受診や健
康づくりの行事に参加してポイントを獲得された方の中から抽選で記念品が当たります。
　詳細は受診券に同封の案内をご覧ください。

問  健康推進課（☎６３７・３１１５）

令和5年度町国民健康保険特定健康診査の令和5年度町国民健康保険特定健康診査の
受診券を送付します受診券を送付します
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　子どもの頃から生涯を通じた歯の健康づくりを行い、80歳になっても自分の歯を20本以上保とうという8020
（ハチマルニイマル）運動が提唱されています。
　県歯科医師会では、この8020運動を推進するため『よい歯の高齢者』を募集します。
●対象者（過去に受賞した方は対象となりません）
　次の全ての条件を満たす方に、賞状・記念品をお送りします。
　◦県内に在住の80歳以上（昭和19年３月31日生まれまで）の方
　◦ ご自分の歯を20本以上お持ちの方（入れ歯以外）で、日常生活に支障のない程度、 

身体も健康な方
　◦歯科医院から「よい歯の高齢者歯科健診票」で推薦を受けた方
●申込方法
　対象と思われる方は、県歯科医師会へお問い合わせください。「よい歯の高齢者歯科健診票」（指定様式）を送付
しますので、かかりつけの歯科医院で受診し、健診票を県歯科医師会へ郵送又はファクシミリで提出してくだ
さい。
※申込みは歯科医院（徳島県歯科医師会会員）からの「よい歯の高齢者歯科健診票」に限ります。
●申込期限　７月31日（月）まで

申・問  県歯科医師会（☎631・3977）（ファクシミリ631・4179）〒770-0003　徳島市北田宮１丁目８番65号

令和５年度令和５年度
8020推進運動『よい歯の高齢者』募集8020推進運動『よい歯の高齢者』募集

　保険料を納め忘れの状態で、万一、障害や死亡といった不慮の事態が発生すると、障害基礎年金や遺族年金を
受給できない場合があります。
　経済的な理由等で国民年金保険料を納付することが困難な場合は、保険料の納付が免除・猶予となる「保険料
免除制度」や「納付猶予制度（50歳未満）」があります。
　令和５年度分（令和５年７月分から令和６年６月分まで）の免除等の受付は７月１日から開始されます。また、
申請時点の２年１か月前の月分まで遡って申請することができます。詳細はお問い合わせください。

問 徳島北年金事務所（☎６５５・０２００）、町住民課（☎６３７・３１１３）

ハ〜イこくねんです！ 国民年金保険料免除等の申請国民年金保険料免除等の申請

　町では毎年、金婚・ダイヤモンド婚を迎えるご夫婦に記念品を贈呈しています。
次に該当する方は、７月31日（月）までにご連絡ください。
① 昭和48年に結婚された、結婚50周年を迎えるご夫婦
② 昭和38年に結婚された、結婚60周年を迎えるご夫婦
※確認のため、婚姻年月日等をお伺いすることがあります。
※昨年度、婚姻日の調査にご回答いただいた方は、連絡の必要はありません。
　該当の方には、８月に改めてご連絡します。

問 福祉課（☎637・3114）

金婚・ダイヤモンド婚を迎える皆さんへ金婚・ダイヤモンド婚を迎える皆さんへ
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　生活排水による公共用水域の水質汚濁を防止するため、単独処理浄化槽（単独槽）又はくみ取り槽から合併処
理浄化槽への転換設置工事に対して補助金を交付しています。今年度から、５人槽の転換補助が384,000円から
360,000円に減額となり、単独槽の撤去補助は、90,000円から120,000円に増額となりました。
補助対象

　令和6年3月31日までに、既設の単独処理浄化槽又はくみ取り槽を撤去し、10人槽以下の合併処理浄化槽（高
度処理型（窒素又はリン除去型）及び環境配慮型）を設置し使用を開始する方のうち、次の全てを満たす方
⑴ 延床面積の1/2以上が自己等の居住用とする建物に浄化槽を設置する方
⑵ 町税等に滞納がない方

補助金額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（円）
５人槽 ７人槽 10人槽

転 換 補 助 360,000 462,000 585,000
宅 内 配 管 補 助 単独槽 300,000 ・ くみ取り槽 300,000
撤 去 補 助 単独槽 120,000 ・ くみ取り槽  90,000

※ 転換補助とは、同一敷地内で既存のくみ取り便所又は単独処理浄化槽を撤去し、これに換えて合併処理浄化
槽を設置することです。

※ 撤去補助を受けるには、転換に伴い既存のくみ取り便所又は単独処理浄化槽を完全に撤去する必要があります。

補助金交付金額例補助金交付金額例
…５人槽（単独槽）の転換工事の場合…
　　転換補助 360,000円＋宅内配管補助 300,000円＋撤去補助 120,000円＝交付金額 780,000円
…７人槽（単独槽）の転換工事の場合…
　　転換補助 462,000円＋宅内配管補助 300,000円＋撤去補助 120,000円＝交付金額 882,000円

申請期限　12月28日（木）まで　※予定数に達した時点で受付を終了します（予定数：30基）。
留意事項　⑴　次に該当する場合は、補助対象外となります。　
　　　　　　　　・公共下水道事業認可区域内及び地域下水道区域内に浄化槽を設置する場合
　　　　　　　　・販売又は賃貸等を目的とする建物に浄化槽を設置する場合
　　　　　　　　・家の建替え等により、建築確認申請を伴い浄化槽を設置する場合
　　　　　⑵　必ず着工前（既設槽撤去工事含む）に申請してください。
　　　　　⑶　令和６年３月31日までに工事が完了しない場合は補助金を交付できません。

問 生活環境課（☎637・3116）

令和５年度浄化槽の補助金申請を受け付けしています

補助金を利用して、くみ取りトイレを水洗トイレに補助金を利用して、くみ取りトイレを水洗トイレに
変えましょう！古い浄化槽（トイレのみ浄化）を変えましょう！古い浄化槽（トイレのみ浄化）を

新しくして、全ての生活雑排水をきれいにしましょう！新しくして、全ての生活雑排水をきれいにしましょう！

町外からのごみ持込みは違法です！町外からのごみ持込みは違法です！
　ごみは、発生した自治体内での処理が法律で定められていますので、町外からごみの持込みはできません。

　また、町の許可を得ていない業者が、ごみを運搬する行為も違法です。違法行為防止のため、運転免許証

等による本人確認及びごみの発生場所の確認を行う場合があります。

　なお、ごみの発生場所が確認できない時は、受入れをお断りする場合があります。

　ご理解とご協力をお願いします。

問 西クリーンステーション（☎692・7411）、生活環境課（☎637・3116）
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○ 緊急通報システムとは
　聴覚や発話に障がいがある方、音声による通話が困難な方が、携帯電話や
スマートフォンのインターネット機能を利用し、簡単な操作で119番通報が
できるシステムです。
・自宅からだけでなく、外出先からの緊急通報が可能
・「自宅の場所」「よく行く場所」を登録可能
・持病などの医療情報、家族等の連絡先も登録可能

○利用対象者
　藍住町在住、在勤又は在学されている方で、聴覚や発話などに障がいがあり、音声による119番通報に 
不安のある方
◆ご利用には事前登録が必要になります。（登録料、利用料は無料です。通信料が別途必要となります。）
　詳細は板野東部消防組合ホームページ
　「NET119緊急通報システム」をご覧ください。

問 板野東部消防組合消防本部  通信指令課（☎698・9119、ファクシミリ697・3014、電子メール tsushin@itanotobu-fire.jp）

聴覚や発話に障がいのある方へ聴覚や発話に障がいのある方へ
ＮＥＴ１１９緊急通報システムのご案内ＮＥＴ１１９緊急通報システムのご案内

　雑草が生い茂ると、害虫が発生するほか、ごみの不法投棄なども誘発します。
　また、火災発生の原因になるおそれもあり、近隣住民に迷惑を掛けてしまうことも考えられます。
　町内にあき地を所有している方は、所有者の責任として年に数回程度の除草や清掃などを行い、適正に管理
するようお願いします。

「あき地に関する主な苦情内容」 ◦雑草や樹木が敷地をはみ出して生い茂って困る
 ◦害虫が発生して迷惑している
 ◦ごみが不法投棄され環境が悪くなる
 ◦火災が発生するおそれがある
問 生活環境課（☎637・3116） 

あき地の適正な管理をお願いしますあき地の適正な管理をお願いします

　藍住町暮らしの便利帳は、役場での各種手続き案内をはじめ、行政情報・地域情報・生活情報を掲載したガ
イドブックです。暮らしの便利帳は、株式会社サイネックスと協働で作成しており、発行費用は紙面広告の掲
載費用によって賄われています。
　令和３年６月に第３版を発行してから２年が経過し、内容にも多くの変更が見られるため、この度第4版を作
成することが決定しました。
　第4版は令和5年10月に発行し、11月に全世帯配布を予定しています。
　なお、この便利帳は、株式会社サイネックスが広告主を募集し、その広告費で印刷・製本・配布を行います。
広告主募集のため、株式会社サイネックスの担当者が各事業所に広告掲載のお願いに伺いますので、ご理解と
ご協力をお願いします。

問 広告に関すること　株式会社サイネックス徳島支店（☎623・0530）
　　冊子に関すること　政策推進室（☎637・3124）

「藍住町暮らしの便利帳」第４版を作成します

◀ 板野東部消防組合
ホームページ
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　従来、電動キックボード等は原動機付自転車用の標識を交付していました
が、原動機付自転車の区分の中に「特定小型原動機付自転車」が新たに追加され、 
新設区分「特定小型原動機付自転車用」の標識が交付されます。特定小型原動機
付自転車は、次の要件に全て該当する車両です。

〈要件〉
　◦原動機の定格出力が0.60キロワット以下であること
　◦長さ1.9メートル以下、幅0.6メートル以下であること
　◦最高速度が20キロメートル毎時以下であること
　※年税額は、2,000円です。
　※交付手続の際は、カタログ等の車両情報がわかるものを添付してください。
 
　なお、以前に標識交付を受けている電動キックボード等のうち、上記の要件に全て該当する車両は、特定小
型原動機付自転車用の標識と交換が可能です。交換を希望される場合も税務課で手続を行ってください。
※交換を希望される場合も電動キックボード等のカタログ等の車両情報がわかるものを持参してください。

問 
税務課（☎６３７・３１１７）

全ての自転車利用者についてヘルメットの着用が努力義務となりました
　自転車を利用する際のヘルメット着用を努力義務とする改正道路交通法が令和５年４月１日から施行され
ています。
　徳島県内で自転車乗車中の事故で頭を打つなどして亡くなった方は、昨年までの10年間で30人にのぼり、 
このうち22人は正しくヘルメットを着用していれば命が助かった可能性がありました。（徳島県警調べ）

ヘルメット非着用時の致死率は約２．１倍！
　自転車乗車中に交通事故で亡くなられた方の約６割が頭部に致命傷を負っています。
　また、ヘルメットを着用していなかった方の致死率は、ヘルメットを着用していた方に比べて約2.1倍と 
高くなっています。（警察庁交通局出典）

自転車利用時のヘルメットの選び方
　頭部を保護する乗車用ヘルメットを正しく着用する
ことにより、交通事故の被害を軽減し、命を守ること
につながります。
　自転車乗車用のヘルメットの種類は様々ですが、で
きるだけSGマークなどの安全性を示すマークの付い
たものを着用し、あごひもを確実に締めるなど正しく
着用しましょう。

特定小型原動機付自転車（電動キックボード等）用標識の
取扱いについて

自転車利用時のヘルメット着用について自転車利用時のヘルメット着用について
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特殊詐欺に備え
迷惑電話防止機能付き電話機を導入しませんか

　５月16日、ゆめタウン徳島で、町消費生活センターと
徳島板野警察署による『特殊詐欺撲滅キャンペーン』を実
施しました。
　当日は、同施設内のＡＴＭ付近で、来場者に特殊詐欺
などに対する注意喚起のチラシ等を配布するとともに、迷
惑電話防止機能付き電話機を実際に試してもらいました。
　町では、悪質な電話勧誘販売や振り込め詐欺等の特殊
詐欺による消費者被害を未然に防ぐため、昨年度から迷
惑電話防止機能付き電話機等の購入費の一部を補助して
います。固定電話機の買替えや、迷惑電話防止機能付き
電話機等の購入をお考えで、購入費の補助制度を検討さ
れている方は、お問い合わせください。 問
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　今年は、藍の植え付け作業をとてもスムーズに
終えることができ、畑では藍たちがグングンと成
長してくれています。そして、間もなく本格的に
藍の刈り取りが始まります。刈り取りをすると、
藍粉成しの作業も待っており、夏は、藍作りの作
業が最も大変な時期です。
　そんな中、次の展示に向けた藍染めの作品制作
も並行して行っていますが、妥協せずにどちらも
納得のいくものとなるように、両立してがんばっ
ています。

春の全国交通安全運動に伴う春の全国交通安全運動に伴う
街頭キャンペーンの実施街頭キャンペーンの実施

　５月11日に役場前交差点で「春の全国交通安全運動に伴う街頭キャンペーン」を実施しました。
　この活動は春の全国交通安全運動に伴う啓発活動として実施したもので、徳島板野警察署、交通安全
協会、交通安全母の会、藍住中学校生徒会など多くの方に参加していただきました。
　藍住中学校生徒会の方は、自作の横断幕を持って交通安全啓発の呼び掛けを行いました。
　今年の春の全国交通安全運動は５月11日から20日まででしたが、引き続き交通ルールの遵守と正しい
交通マナーの実践に努め、交通事故のない安全で安心なまちづくりにご協力をよろしくお願いします。

地域おこし協力隊地域おこし協力隊
活動報告活動報告

　５月21日の町内一斉清掃では、多くの町民・
事業所の皆さんにご参加いただきありがとう
ございました。
　当日は、さわやかな五月晴れのもと、公園・
道路脇のごみや草木、排水路の汚泥等が取り
除かれ、町全体が美しくなりました。
　これからも、町内の環境美化を推進し「美し
く住み良い町づくり」にご協力をお願いします。
問   生活環境課　（☎637・3116）

町内一斉清掃のご協力町内一斉清掃のご協力
ありがとうございましたありがとうございました
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人権標語人権標語 藍住北小学校児童作品

性じゃなく　その人自身を　みる心	 	 ６年	 元木　日菜
声をかけ　思い伝える　君みせて	 	 ６年	 山本　結徠
認め合おう　一人一人の　いいところ	 	 ６年	 曽我部明歩
勇気ある　その一声が　助けになる	 	 ６年	 矢口朱々愛
だせぬ声　気づいてあげる　友の力	 	 ６年	 矢野　芹奈
差しのべた　優しい君の手　笑顔呼ぶ	 	 ６年	 八幡　芙花

高齢者の免許返納について考える高齢者の免許返納について考える
～ある裁判の判決を通して～～ある裁判の判決を通して～

●藍住町スローガン●
守れ人権 許すな差別

　近年、高齢者の運転事故の報道をよく目にするようになり、私自身も事故や免許返
納の時期、返納後の生活を不安に思うことがあります。高齢者ドライバーの占める割
合は年々増加傾向にあり、それにつれて交通事故も増えるのでは…と懸念されていま
す。そんな中、今年４月、ある交通事故裁判の判決記事が目に留まりました。97歳の
男性が運転する車が歩道に進入し、なおかつブレーキとアクセルを踏み間違えて、42
歳の女性を死亡させ４人にけがを負わせた事故の裁判ですが、その判決をとおして考
えてみました。

何らかの策が必要なのでは
　まず気になったのは、免許の返納が義務化されていない点です。更新時に一定の違反歴がなく、認知機能検査
で問題がないと判断されると、被告のように超高齢者でも免許の更新は可能とのことでした。海外では、高齢に
なるにつれて免許の有効期限が段階的に短くなる制度や、周りの人が高齢者の運転に対して不安を覚えた場合に
運転免許当局に情報提供できる仕組みをつくり、交通事故を防ぐ取組や免許返納を促す制度を取り入れている国
もあるそうです。運転能力には個人差があり一概には扱えませんが、自らの返納が決断できない現実がある日本
でも何らかの対策を考える必要があるのでは…と思いました。

免許返納後の移動手段は？
　この裁判の判決で裁判長が、「高齢者が自動車を運転しなくても不便を感じるこ
とがなく生活できるような社会の構築が望まれる」と述べた内容は、すでに免許
を返納した人やこれから返納を控えている高齢者共通の願いではないかと思いま
した。
　県では免許を返納した人に、身分証明書としても使用できる「運転経歴証明書」
を発行し、それを提示することでバスやタクシーの料金割引、飲食店など様々な
店舗での優遇を受けられるガイドブックを作成し、市町村の窓口や警察署で配布
しているとのことですが、免許を返納した人にとって一番気がかりなことは返納後の移動手段の確保だと思いま
す。
　藍住町では、要介護認定を受けていない65歳以上の人で、運転免許を返納や失効した高齢者だけでなく、75
歳以上の高齢者にもタクシー券を半額で販売する支援制度がありますが、日常生活に必要な買い物や通院など、
従来の路線バスではなく身近な住宅地、公共施設、駅、量販店などを結ぶコミュニティーバスのような制度があ
れば、高齢者だけでなく障がい者や車を持たない人たちも移動しやすいのでは…と思っています。このような制
度は一朝一夕にできるものではありませんが、これから益々必要になる気がするのですが…。

　移動手段としての車は生活必需品ですが、いつかは手放さなければなりません。
　まだまだ大丈夫…と思っている方も、時には車の無い生活を考えたり、家族と話し合ったりしてみませんか。

藍住町人権教育推進協議会運営部会　　長江　規子
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　この研修は、防災に関する実践的な知識や技能を習得し、地域防災力向上に向けた取組等を積極的に推進でき
る防災リーダーを養成することを目的としています。
　なお、本研修の修了者は、特定非営利活動法人日本防災士機構が実施する「防災士資格取得試験」の受験資格が
得られます。
●講義日程
　10月23日（月）、24日（火）、11月６日（月）、７日（火）
　各日　午前９時30分～午後４時30分（最終日のみ午後５時30分まで）
●会場
　あわぎんホール（徳島市藍場町２丁目14番地）
●受講料
　無料（ただし、教本代4,000円が必要です。）
　※�研修修了後、防災士資格取得試験を受験する場合、受験料3,000円・防災士登録料5,000円が別途必要とな
ります。

●防災士資格の取得について
　防災士資格の取得には、消防署等が実施する救急救命講習の修了証を取得していることが必須要件です。
　※�町では、防災士資格取得にかかる補助制度があります。希望される場合は危機管理室ま
でお問い合わせください。

●申込期限
　７月24日（月）まで�
　※受講申込者が多数の場合は、抽選となることがあります。

詳細は、町ホームページをご確認ください。
申・問 危機管理室（☎637・3111）
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込
期
限　
７
月
１
日（
土
）必
着

※�

事
故
等
の
責
任
は
負
え
ま
せ
ん
の
で
、
十

分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

シ
ャ
ト
ル
は
、大
会
本
部
で
用
意
し
ま
す
。

※
昼
食
時
間
は
各
自
で
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問�

教
育
委
員
会

（
☎
６
３
７・３
１
２
８
）

介
護
予
防
教
室

　
心
身
の
衰
え
を
予
防
し
、
毎
日
を
元
気
に

過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

◆
は
つ
ら
つ
元
気
塾
◆

日

時　
７
月
1８
日
～
令
和
６
年
２
月
２０
日

　
毎
週
火
曜
日
・
午
前
９
時
３０
分
～
1０
時
３０
分

内

容　

�

運
動
だ
け
で
な
く
、
栄
養
や
口
腔

に
関
す
る
講
義
も
実
施
し
ま
す
。

◆
脳
力
ア
ッ
プ
教
室
◆

日

時　
７
月
２０
日
～
令
和
６
年
２
月
２９
日

　
　
　
　
毎
週
木
曜
日
・
午
前
11
時
～
正
午

内

容　

�

認
知
症
予
防
の
た
め
の
運
動
を
し
ま
す
。

◆
元
気
に
な
れ
る
運
動
教
室
◆

日

時　
７
月
２０
日
～
令
和
６
年
２
月
２９
日

　
　
　
　
毎
週
木
曜
日
・
午
後
２
時
～
３
時

内

容　

�

筋
力
や
体
力
を
つ
け
る
た
め
の
教
室
で
す
。

◆
膝
腰
ら
く
ら
く
教
室
◆

日

時　
７
月
1４
日
～
令
和
６
年
３
月
８
日

　
　
　
　
毎
週
金
曜
日
・
午
後
２
時
～
３
時

内

容　
�

膝
や
腰
の
痛
み
が
あ
る
方
や
、
予
防

し
た
い
方
向
け
の
運
動
教
室
で
す
。

場

所　
各
教
室
と
も
町
民
体
育
館

※�

会
場
ま
で
の
移
動
手
段
が
な
い
方
は
、
送

迎
し
ま
す
。

対
象
者　

�

各
教
室
と
も
６５
歳
以
上
の
方（
要

介
護
・
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い

る
方
は
除
く
。）

定

員　
各
教
室
と
も
1５
人

参
加
費　
無
料

申
込
方
法　

�

希
望
す
る
教
室
を
１
つ
選
び
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※�

申
込
順（
た
だ
し
、
令
和
４
年
度
に
参
加

さ
れ
て
い
な
い
方
を
優
先
し
ま
す
。）

申
込
期
間　
６
月
２1
日(

水)

～
２６
日（
月
）　

※�

土
日
を
除
く（
受
付
時
間
は
午
前
８
時
３０

分
か
ら
午
後
５
時
1５
分
ま
で
）

※�

日
程
・
場
所
に
つ
い
て
は
、
中
止
・
変
更

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
・
問�

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

(

☎
６
３
７・３
１
７
５)

地域防災推進員養成研修（短期講座）の受講者募集地域防災推進員養成研修（短期講座）の受講者募集
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板
野
東
部
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

＊
夏
休
み
親
子
企
画
＊

　

 

は
じ
め
て
の
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

レ
ッ
ス
ン

　
夏
休
み
の
思
い
出
づ
く
り
に
、
親
子
で
一

緒
に
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
に
挑
戦
し

ま
せ
ん
か
。
子
ど
も
で
も
簡
単
に
で
き
る
よ

う
に
教
え
て
く
れ
ま
す
。

日

時　
７
月
３1
日（
月
）

　
　
　
　
午
前
1０
時
３０
分
～
正
午

場

所　
勤
労
女
性
セ
ン
タ
ー　
１
階

　
　
　
　
講
習
室

講

師　
フ
ラ
ワ
ー
セ
ラ
ピ
ス
ト

　
　
　
　
名
田�

知
恵
美　
先
生

定

員　
親
子
1０
組

　
　
　
　
※�
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

な
り
ま
す
。

参
加
費　
千
円

　
　
　
　

�(

１
５
０
０
円
相
当
の
お
花
で
す
。

５
０
０
円
を
フ
ァ
ミ
サ
ポ
が
補

助)

準
備
物　
花
切
ば
さ
み

申
・
問��

板
野
東
部
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

（
☎
６
９
３・３
０
３
３
）

体
力
年
齢
は
い
く
つ
で
す
か
？

　
体
力
テ
ス
ト
を
行
い
ま
す
。
運
動
を
始
め

よ
う
と
思
う
方
も
ま
ず
は
こ
こ
か
ら
。

日

時　
７
月
３
日（
月
）午
後
２
時
か
ら

場

所　
町
民
体
育
館

対
象
者　

�

町
内
在
住
又
は
在
勤
の
２０
歳
か
ら

7９
歳
ま
で
の
方

準
備
物　

�

動
き
や
す
い
服
装
、
上
履
き
、
水

分
補
給
で
き
る
も
の
、
タ
オ
ル
等

※�

事
前
申
込
不
要

※�

当
日
、
問
診
等
が
あ
り
ま
す
の
で
1０
分
程

度
早
め
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

こ
ど
も
た
い
そ
う
教
室

　
走
る
、跳
ぶ
、投
げ
る
！「
で
き
る
」を
い
っ

ぱ
い
み
つ
け
よ
う
♪

日

時　
７
月
２６
日
～
８
月
1６
日（
全
４
回
）

　
　
　
　
毎
週
水
曜
日
・
午
前
９
時
～
1０
時
1５
分

場

所　
町
民
体
育
館

対
象
者　
町
内
の
小
学
１
、２
年
生

定

員　
４０
人（
申
込
順
）

参
加
費　
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員　
千
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
員
外　
２
千
円

準
備
物　

�

上
履
き・水
分
補
給
で
き
る
も
の・

汗
拭
き
タ
オ
ル
等

申
込
開
始　
６
月
17
日(

土)

か
ら

※�

動
き
や
す
い
服
装（
上
着
は
体
操
服
が
望

ま
し
い
）で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
・
問�

N
P
O
法
人 

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
☎
６
９
２・５
０
０
０
）

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

か
ら
の
お
知
ら
せ

地
域
障
が
い
者
パ
ソ
コ
ン
講
座

受
講
生
募
集

【
知
的
障
が
い
者
の
方
を
対
象
に
し
た
講
座
】

　
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

活
用
・
パ
ソ
コ
ン
で
作
品
づ
く
り
。
パ
ソ
コ

ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
楽
し
み
な
が
ら
学

び
ま
す
。

日

時　
７
月
２２
日
～
８
月
２６
日（
全
６
回
）�

　
　
　
　
毎
週
土
曜
日
・
午
前
1０
時
～
正
午�

※
日
程
は
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。�

定

員　
７
人

申
込
期
限　
７
月
1４
日（
金
）ま
で

【
身
体
及
び
精
神
障
が
い
者
・
難
病
等
障
が

い
者
の
方
を
対
象
に
し
た
講
座
】

　
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活

用
・W
o
r
d（
基
礎
・
応
用
）・E
x
c
e
l

基
礎
・
画
像
加
工
の
基
礎

　
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

や
W
o
r
d
、E
x
c
e
l
、
画
像
加
工
等
を

学
び
、
多
様
な
文
書
の
作
成
が
で
き
る
レ
ベ

ル
を
目
指
し
ま
す
。�

　
ゆ
っ
く
り
進
行
し
ま
す
の
で
初
心
者
の
方

も
安
心
し
て
学
べ
ま
す
。�

日

時　
９
月
１
日
～
令
和
６
年
２
月
９
日（
全
２1
回
）

　
　
　
　
毎
週
金
曜
日
・
午
後
１
時
～
４
時�

※
11
月
３
日
、
1２
月
２９
日
、
令
和
６
年
１
月
1９
日
は
休
み�

※
日
程
は
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。�

定

員　
1０
人

申
込
期
限　
８
月
２５
日（
金
）ま
で

【
各
講
座
共
通
】

　
場

所　

�

福
祉
ホ
ー
ム
リ
ズ
ム
２
階
地
域

交
流
ス
ペ
ー
ス（
矢
上
字
安
任

５６-

５
）

　
参
加
費　
無
料

申
・
問�

障
が
い
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
凌
雲

　
　
　
　
地
域
パ
ソ
コ
ン
講
座
担
当

（
☎
６
９
３・１
１
１
７
）

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ （
６
９
２・６
７
７
６
）

令
和
５
年
住
宅
・
土
地
統
計
調

査
調
査
員
募
集
中

　
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
は
、
住
宅
等
の
人

が
居
住
す
る
建
物
に
関
す
る
実
態
等
を
調
査

し
、
住
生
活
関
連
諸
施
策
の
基
礎
資
料
を
得

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
調
査
を
正
確
に
実
施
す
る
た
め
に
は
、
調

査
員
の
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
本
町
で
は
、

調
査
に
従
事
す
る
調
査
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
要
件

・�

原
則
２０
歳
以
上
で
責
任
を
も
っ
て
調
査

事
務
を
遂
行
で
き
る
方

・
秘
密
の
保
護
に
関
し
信
頼
の
お
け
る
方

・
警
察
に
直
接
関
係
の
な
い
方

・
選
挙
に
直
接
関
係
の
な
い
方

・�

暴
力
団
員
そ
の
他
の
反
社
会
的
勢
力
に

該
当
し
な
い
方

任
命
期
間　
（
予
定
）８
月
下
旬
～
1０
月
下
旬

仕
事
内
容　
（
予
定
）

　
１　
調
査
員
事
務
打
合
せ
会
へ
の
出
席

　
２　

�

調
査
区
域
の
把
握
、
地
図
や
名
簿
の

作
成

　
３　
調
査
票
の
配
布
、
回
答
の
依
頼

　
４　

�

調
査
票
の
回
収
・
未
回
答
世
帯
へ
の

催
促

　
５　
調
査
書
類
等
の
検
査
・
整
理
・
提
出

報

酬　
（
予
定
）

　
２
調
査
区　
約
５
万
円

　
３
調
査
区　
約
８
万
円

※
交
通
費
を
含
む
。

申
込
期
限　
７
月
６
日（
木
）ま
で

※�

申
込
方
法
等
の
詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
政
策
推
進
室
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問�

政
策
推
進
室

（
☎
６
３
７・３
１
２
４
）
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ク
リ
ー
ニ
ン
グ
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た
め
、

受
渡
し
時
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
！

《
事
例
１
》

　

�

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
に
出
し
た
セ
ー
タ
ー

が
、
柔
ら
か
み
が
な
く
な
り
毛
玉
が
目
立

つ
状
態
で
戻
っ
て
き
た
。

《
事
例
２
》

　

�

パ
ン
ツ
の
太
も
も
あ
た
り
に
、
依
頼
す
る

前
に
は
な
か
っ
た
シ
ミ
が
付
い
て
戻
っ
て

き
た
。

　
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
は
そ
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
が

消
費
者
の
目
の
前
で
行
わ
れ
な
い
サ
ー
ビ
ス

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
て
も

原
因
の
特
定
が
難
し
く
、
時
間
が
経
過
し
て

し
ま
う
と
解
決
が
余
計
に
困
難
と
な
る
た

め
、
す
ぐ
に
行
動
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

●�

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
出
す
と
き
、
受
け
取
る

と
き
に
は
、
必
ず
衣
類
の
状
態
を
店
側
と

一
緒
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

●�

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
方
法
や
仕
上
げ
方
法
に
つ

い
て
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

月 火 水 木 金 土
1

2 3
行政相談

4
一般相談

5 6 7 ８

9 10
人権相談

11 12 13
法律相談

14 15

16 17 18
一般相談

19 20 21
税金相談

22

25 26 27
法律相談

28 29

7月

※法律相談については完全予約制となっております。※相談は無料・秘密厳守です。●場所　総合文化ホール2階　相談室
●こども相談（平日の午前中）「富吉・東中富・奥野・徳命・西部・住吉・勝瑞」の各児童館　●相談センター専用電話　☎692・6222
●健康相談（毎週月曜日）…「保健センター」（☎692・8658）　　　　　　　　　　　 ●時間　人権、行政、一般相談は午後1時30分～3時30分、
●介護相談（随時受付）…「地域包括支援センター」（☎637・3175）　　　　　　　　　　　　　その他は午後1時～3時

心
配
ご
と
相
談
所
カ
レ
ン
ダ
ー

令
和
５
年
７
月
８
月
相
談
日
の
お
知
ら
せ

日 月 火 水 木 金 土
1

一般相談
２ 3 4 5

6 7
行政相談

8 9 10
法律相談

11 12

13 14
人権相談

15
一般相談

16 17 18
税金相談

19

20 21 22 23 24
法律相談

25 26

27 28 29 30 31

8月
日

23
30
24

31

困
っ
た
と
き
の
相
談
情
報
窓
口

『
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
』

　

消
費
生
活
相
談
員
２
名
が
無
料
で
相
談

を
受
け
付
け
ま
す
。
不
安
な
と
き
、
困
っ
た

と
き
は
お
気
軽
に
連
絡
く
だ
さ
い
。
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
。

相
談
日
時　
月
～
金
曜
日（
祝
日
除
く
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

※�

窓
口
相
談
の
場
合
、
個
室
を
ご
用
意
で
き

ま
す
の
で
、
事
前
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

場

所　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
役
場
２
階�

産
業
支
援
室
内
）

　
　
　
　
　
　
　

��������

泣
く  

い
や
よ
は
こ
こ
！

問�

専
用
電
話（
☎
６
７
９・１
８
４
８
）

　
　
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
　
（
局
番
な
し
１
８
８
）

令
和
５
年
度

ひ
き
こ
も
り
親
の
会
の
ご
案
内

　
ひ
き
こ
も
り
親
の
会
は
、
共
通
し
た
悩
み

を
持
つ
ご
家
族
同
士
で
語
り
合
う
場
で
す
。

近
況
や
困
り
事
な
ど
を
お
互
い
に
語
り
合
い

な
が
ら
、
ご
家
族
が
で
き
る
工
夫
や
対
処
を

一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

日

時　

　
８
月
1０
日（
木
）

　
1０
月
1２
日（
木
）

　
1２
月
1４
日（
木
）

　
令
和
６
年
２
月
８
日（
木
）

　
各
日　
午
後
１
時
３０
分
～
３
時

場

所

　
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
徳
島
市
新
蔵
町
３
丁
目
８０
番
地
）

　
お
話
い
た
だ
い
た
内
容
が
外
部
に
伝
わ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ご
希
望
の
方
は
、ま
ず
お
電
話
く
だ
さ
い
。

申
・
問��

県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　

 （
ひ
き
こ
も
り
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
「
き
の
ぼ
り
」）（

☎
６
０
２・８
９
１
１
）

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ（
６
５
２・２
３
２
７
）

　
　

 （
受
付
時
間
：
午
前
９
時
～
午
後
４
時

（
土
日
・
祝
日
及
び
年
末
年
始
を
除
く
））
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◎
休
館
日　

　
毎
週
月
曜
日

◎
お
は
な
し
会

　
毎
週
日
曜
日

　
（
年
末
年
始
・
祝
日
を
除
く
）

　
午
前
11
時
～
11
時
30
分

◎
あ
か
ち
ゃ
ん
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
会

　
第
２・４
水
曜
日

　
（
年
末
年
始
・
祝
日
を
除
く
）

　
午
前
10
時
30
分
～
11
時

◎
夏
休
み
お
楽
し
み
会

　
日　
時　
７
月
30
日（
日
）

　
　
　
　
　
午
後
２
時
開
演

　
　
　
　
　
（
午
後
１
時
30
分
開
場
）

　
場　
所　
図
書
館
２
階

　
　
　
　
　
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
大
会
議
室

　
内　
容　
人
形
劇（
と
ら
ま
る
座
）

　
対　
象　

�

図
書
館
を
利
用
さ
れ
て
い
る

方
と
ご
家
族（
５
人
ま
で
）

　
参
加
費　
無
料

　
定　
員　
１
０
０
人
程
度

　
　
　
　
　
（
申
込
順
・
自
由
席
）

　
申
込
期
限　
７
月
20
日（
木
）ま
で

　
　
　
　
　

�

後
日
、
整
理
券
を
お
渡
し
し

ま
す
。

◎
夏
休
み
工
作
教
室

　
日　
時　
８
月
３
日（
木
）

　
　
　
　
　
午
後
２
時
開
始

　
　
　
　
　
（
２
時
間
程
度
）

　
場　
所　
図
書
館
２
階　

　
　
　
　
　
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
大
会
議
室

　
内　
容　
ポ
ス
タ
ー
づ
く
り

　
対　
象　

�

図
書
館
を
利
用
さ
れ
て
い
る

小
学
生
の
お
子
さ
ん
と
そ
の

ご
家
族

　
参
加
費　
無
料

　
定　
員　
10
組（
申
込
順
）

　
申
込
期
限　
７
月
23
日（
日
）ま
で

※�

夏
休
み
お
楽
し
み
会
・
工
作
教
室
と
も

に
、
申
込
み
は
図
書
館
窓
口
の
み
で
の

取
扱
い
と
な
り
ま
す
。
電
話
、電
子
メ
ー

ル
等
で
の
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問 

図
書
館（
☎
６
９
２・０
０
７
０
）

●
●
● 
図
書
館
の
行
事 

●
●
●

藍住町人権教育推進協議会総会・講演会藍住町人権教育推進協議会総会・講演会
藍住町人権教育推進協議会の総会及び講演会を開催します。
日　時　６月24日（土）　（午後1時30分から受付）
　総　会　午後２時から
　講演会　午後２時45分から
※総会に引き続き開催しますので、開始時刻が多少前後することがあります。
講　師　三木　幸美�さん　（とよなか国際交流協会）
演　題　誰もが｢自分｣を生きていく力を
　　　　～多様性社会を実現するために必要なこととは？～
場　所　総合文化ホール　大ホール
※手話通訳、託児室（幼児～小学生低学年）があります。
※総会及び講演会とも入場無料。どなたでも参加できます。

講師プロフィール

　1991年大阪出身。フィリピンと日本のハーフとして大阪の被差別部落で生まれ、無戸籍・無国籍児から８
歳で「日本人」となる。大学生の頃から外国にルーツをもつ子ども・若者と関わりはじめ、子どもから社会人
までを対象にしたダンス教室を開講。若者支援事業コーディネーターを経て2016年度から同協会職員となる。
イメージによって「切り取らせない」言葉を発信することにこだわりをもち、講談社現代ビジネスでの執筆や
講演、NHK・Eテレ『バリバラ』出演など多方面で発信を続けている。

問   教育委員会 （☎637・3128）
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チ
ケ
ッ
ト
は
総
合
文
化
ホ
ー
ル
窓
口
で
販

売
し
て
い
ま
す
。

※�

町
民
券
の
取
扱
い
は
ホ
ー
ル
窓
口
の
み
。

購
入
の
際
は
住
所
確
認
が
で
き
る
も
の
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※�

イ
ベ
ン
ト
に
関
す
る
詳
細
や
最
新
情
報
、

電
子
チ
ケ
ッ
ト
の
購
入
等
は
総
合
文
化

ホ
ー
ル
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
各
イ
ベ
ン
ト
情
報

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問�

総
合
文
化
ホ
ー
ル（
☎
６
３
７・３
３
４
４
）

古
今
亭
志
ん
橋
・
志
ん
丸
お
や
こ
会
Ⅱ 

日

時　
６
月
２５
日（
日
）午
後
２
時
か
ら

場

所　
大
ホ
ー
ル

出

演　
古
今
亭
志
ん
彌
、
古
今
亭
志
ん
丸

●
出
演
者
変
更
の
お
知
ら
せ

　

古
今
亭
志
ん
橋
師
匠
が
体
調
不
良
の
た

め
、
大
事
を
と
っ
て
出
演
を
見
合
わ
せ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た

皆
様
に
は
、
残
念
な
お
知
ら
せ
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
一
日
も
早
い
回
復
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

　
代
演
で
、
志
ん
生
一
門
の
系
譜
の
同
門
弟

で
、
古
今
亭
の
重
鎮
・
古
今
亭
志
ん
彌
師
匠

に
ご
出
演
い
た
だ
き
ま
す
。
江
戸
の
粋
な
寄

席
踊
り『
か
っ
ぽ
れ
』も
見
ら
れ
る
か
も
!?

　
出
演
者
変
更
に
伴
う
チ
ケ
ッ
ト
払
戻
し
等
に

つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

木
戸
銭　
（
全
席
指
定
席
）

　
　
　
　
一
般�

２
千
円
、
高
校
生
以
下�

５
０
０
円

　
　
　
　
町
民
券�

１
５
０
０
円（
前
売
の
み
）

※
電
子
チ
ケ
ッ
ト
対
応

※
当
日
は
５
０
０
円
増

人
形
劇「
ふ
し
ぎ
駄
菓
子
屋

銭
天
堂
」 （
人
形
劇
団
ひ
と
み
座
）

日

時　
７
月
２３
日（
日
）午
後
３
時
か
ら

場

所　
大
ホ
ー
ル

出

演　
人
形
劇
団
ひ
と
み
座

入
場
料　
（
全
席
指
定
席
）

　
　
　
　
一
般　
２
５
０
０
円
、
高
校
生
以
下　
千
円

　
　
　
　
町
民
券　
２
千
円（
前
売
の
み
）

※
電
子
チ
ケ
ッ
ト
対
応

※
当
日
は
５
０
０
円
増

※
４
歳
以
上
有
料
。３
歳
以
下
は
膝
上
無
料
。

　
（
お
席
が
必
要
な
場
合
は
有
料
。）

柳
澤
壽
男 

福
祉
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
映
画
祭　
第
４
回「
甘

え
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
」

日

時　
８
月
２7
日（
日
）２
回
上
映

　
　
　
　
①
午
前
1０
時
３０
分
か
ら

　
　
　
　
②
午
後
１
時
３０
分
か
ら

場

所　
大
ホ
ー
ル

入
場
料　
３
０
０
円（
当
日
の
み
）

※
資
料
代
を
含
み
ま
す
。

※
前
売
券
の
取
扱
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。

主

催　

�

徳
島
で
柳
澤
壽
男
監
督
作
品
を
み
る
会

わ
ろ
て
な
！
狂
言
ク
ラ
ブ（
受
講
生
募
集
）

　
狂
言
を
習
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

講

師　
河
野
佑
紀
さ
ん（
町
出
身
の
狂
言
師
）

対

象　
小
学
１
年
生
以
上

場

所　
小
ホ
ー
ル

回

数　
①
舞
に
挑
戦
コ
ー
ス　
全
３
回

　
　
　
　
（
第
１
回
は
８
月
７
日
）

　
　
　
　
②
狂
言
に
挑
戦
コ
ー
ス　
全
７
回

　
　
　
　
（
第
１
回
は
11
月
６
日
）

※
両
コ
ー
ス
の
申
込
み
も
可
能
で
す
。

※�

日
時
は
総
合
文
化
ホ
ー
ル
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

受
講
料

　
①
舞
に
挑
戦
コ
ー
ス

　
　
一
般　
３
千
円
、
高
校
生
以
下　
１
５
０
０
円

　
②
狂
言
に
挑
戦
コ
ー
ス

　
　
一
般　
７
千
円
、
高
校
生
以
下　
３
５
０
０
円

※
回
数
割
は
あ
り
ま
せ
ん
。

定

員　
各
1２
人（
申
込
順
）

申
込
方
法　

�

申
込
書
を
総
合
文
化
ホ
ー
ル
ま
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

助

成　

�

徳
島
県　
と
く
し
ま
文
化
・
未
来

創
造
支
援

令
和
５
年
度
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

無
く
そ
う
思
い
込
み
、

　
　
　
　
　
　
守
ろ
う
個
性

　
　
み
ん
な
で
つ
く
る
、

　
　
　
　
　
　
み
ん
な
の
未
来
。

　
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
の
目
的

や
基
本
理
念
に
つ
い
て
、
理
解
を
深
め

る
こ
と
を
目
指
し
て
、「
男
女
共
同
参
画

週
間
」が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
豊
か
で
活
力
あ
る
地
域
を
築
く
た
め

に
は
、
男
女
が
互
い
に
人
権
を
尊
重
し

つ
つ
責
任
を
分
か
ち
合
い
、
性
別
に
か

か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力

を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る「
男
女
共

同
参
画
社
会
」の
実
現
が
重
要
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
職
場
や
学
校
、
地
域
、
家
庭
等
で
の

性
別
に
縛
ら
れ
た
考
え
方
を
見
直
し
、

誰
も
が
自
分
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
社
会

を
作
る
た
め
、
私
た
ち
の
ま
わ
り
の
男

女
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
、

こ
の
機
会
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

問�

政
策
推
進
室

（
☎
６
３
７・３
１
２
４
）

６
月
６
月
2323
日
か
ら
日
か
ら
2929
日
は
日
は

「
男
女
共
同
参
画
週
間
」

「
男
女
共
同
参
画
週
間
」

で
す
で
す

　

藍
住
町（
勝
瑞
）出
身
力
士
の
藍（
髙

原
魁
成
さ
ん
・
高
田
川
部
屋
）の
五
月

場
所
の
成
績
は
、
４
勝
３
敗（
序
二
段

七
十
三
枚
目
）で
し
た
。

　

七
月
場
所（
７
月
９
日
～
２３
日
・
ド

ル
フ
ィ
ン
ズ
ア
リ
ー
ナ
）で
の
活
躍
を

期
待
し
ま
し
ょ
う
。

電子
チケット

電子
チケット
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月
届出おくやみ申し上げますおくやみ申し上げますおくやみ申し上げます 55月

届出

あ
い
ず
み
俳
壇
・
藍
住
歌
壇
の
掲
載
月
が
変
わ
り
ま
し
た

▼�

あ
い
ず
み
俳
壇（
俳
句
）と
藍
住
歌
壇（
短
歌
）を
隔
月
で
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
（
偶
数
月
：
俳
句
、
奇
数
月
：
短
歌
）

町
民
の
方
を
対
象
に
俳
句
・
短
歌
を
募
集
し
て
い
ま
す

▼�ハ
ガ
キ
に
作
品（
１
人
１
句
又
は
１
首
）と
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
て
投
稿
し
て
く
だ

さ
い
。
選
考
の
上
、
直
近
の
広
報
紙
へ
掲
載
し
ま
す
。

※
読
み
仮
名
の
表
記
が
必
要
な
場
合
は
、
必
ず
読
み
仮
名
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

申 

〒
７
７
１・１
２
９
２�

奥
野
字
矢
上
前
52
番
地
１　
政
策
推
進
室

あ
と
が
き
か
ら
読
む
遺い

句く

集し
ゅ
うや
蛍
の
夜　
　
　
　
　
　
　

高
塚　

梨
花

病
葉
の
火
の
色
選
び
栞
と
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
見　

啓
子

事
も
無
き
世
の
片
隅
で
豆
ご
飯　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
木　

秀
明

あ
り
っ
た
け
の
香
り
流
す
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー　
　
　
　
　

平
岡　

育
子

も
う
七
日
も
濡
れ
て
い
る
け
ど
濃こ

紫あ

じ

さ

い

陽
花　
　
　
　
　
　

吉
田　

京
湖

夏
大
根
辛
～
い
だ
け
で
そ
れ
で
良
い　
　
　
　
　
　
　
　

福
井
美
代
子

窓
ぎ
わ
に
あ
じ
さ
い
生
け
て
美
容
院　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

善
子

葉
桜
や
内
輪
ば
か
り
で
買
う
バ
ザ
ー　
　
　
　
　
　
　
　

久
米
川
千
代

梅
の
実
や
完
熟
告
げ
る
香
を
放
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
村
不
二
子

花
便
り
読
ん
で
聞
か
せ
る
正
座
し
て　
　
　
　
　
　
　
　

坪
平　

洋
子

五味　　靖　選

地域の子どもは、
　　地域で守り育てましょう
地域の子どもは、
　　地域で守り育てましょう

子どもは、私たちの宝です
藍住町青少年健全育成会議
藍住町民生委員児童委員協議会
藍 住 町 P T A 連 合 会
藍 住 町 青 少 年 相 談 室
藍 住 町こども家庭支援室

（氏　名） （年　齢） （住　　所）

藤　井　敏　巳 54歳 徳命字名田

住　吉　啓次郎 72歳 矢上字安任

江　口　美　雪 77歳 笠木字西野

　地域の皆さんが健康で活力ある生活を送れるよう健康
チェックや健康体操等を各地域で開催します。
開催日 曜日 時　間 場　所 内　容

６月1６日 金 午後１時３０分～３時 東中富老人憩の家 健康チェック
健康体操

６月1９日 月 午後１時３０分～３時 住吉老人憩の家 健康チェック　
健康体操

６月２1日 水 午前９時３０分～11時 江ノ口老人ルーム 健康チェック　
健康体操

６月２1日 水 午後１時３０分～３時 徳命老人憩の家 健康チェック
脳若トレーニング

６月２６日 月 午前９時３０分～11時 乙瀬老人憩の家 健康チェック
健康体操

６月２６日 月 午後１時３０分～３時 奥野老人憩の家 健康チェック
健康体操

７月３日 月 午前1０時～11時３０分 あいずみ藍工房 健康チェック
フレイルチェック

７月４日 火 午後１時３０分～３時 西部老人憩の家 健康チェック
健康体操

７月５日 水 午後１時３０分～３時 富吉老人憩の家 健康チェック
健康体操

住所、年齢に関係なく、ご都合のよい会場にお
越しください。

問   藍住町社会福祉協議会 （☎692・9951）
地域包括支援センター （☎637・3175）

いきいきサロンのご案内いきいきサロンのご案内

（子の氏名） （ふりがな） （性別） （父） （母） （住　　所）

多　田　碧　芭（あ お は） 男 純 也 ・ 千 尋 奥野字原
岡　本　怜　史（れ い じ） 男 将 揮 ・ 千 秋 勝瑞字正喜地
大　泉　颯　人（は や と） 男 優 一 ・ 智 美 乙瀬字中田
香　川　泰　士（た い し） 男 知 博 ・ 知 珠 勝瑞字成長
久次米　　　爽（そ　 う） 男 剛 ・ 紗 耶 住吉字若宮
長　尾　かのこ（か の こ） 女 悠 平 ・ 遥 子 勝瑞字正喜地
鍋　島　未希歩（み き あ） 男 久 毅 ・ 祐 未 勝瑞字幸島
井　内　翔　稀（と　 き） 男 幹 基 ・ 絢 子 奥野字猪熊
武　田　菫　平（ぎんぺい） 男 潤 平 ・ 優 里 奥野字原
松　本　美　千（み　 ち） 女 圭 司 ・ 咲 勝瑞字成長
秦　　　凛太朗（りんたろう） 男 寿 雄 ・ 小 登 徳命字小塚東
酒　井　　　杏（あ　 ん） 女 誠 人 ・ 遥 勝瑞字東勝地
西　村　有　央（あ　 お） 男 卓 也 ・ 文 乃 奥野字矢上前
井　上　　　凜（り　 ん） 女 敬 普 ・ 幸 子 住吉字乾
川　原　優　陽（ゆ う ひ） 男 正 弘 ・ 理 沙 乙瀬字乾
村　雲　羽　依（う　 い） 女 雄 大 ・ 類 徳命字小塚北
片　矢　　　樹（い つ き） 男 健 登 ・ 小 蒔 富吉字地神
奥　村　航太郎（こうたろう） 男 泰 輝 ・ 紗 綾 富吉字穂実
川　野　皐　月（さ つ き） 女 純 ・ 沙緒里 徳命字小塚北
藤　原　依　央（い　 お） 男 壮 汰 ・ 侑里恵 富吉字穂実
五　條　天　弥（あ ま ね） 男 　 歩 矢上字春日
山　内　椋　月（り　 つ） 男 太 ・ 望 苗 東中富字東傍示
杉　本　菜　緒 （な　 お） 女 拓 弥 ・ 敦 子 奥野字乾
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防災行政無線
テレフォンサービス

放送内容を聞き逃したときなどは… 　この番号に電話をかけることで、放送内容を確認
することができます。
※藍メールやYahoo! 防災速報、町ホームページで
　も確認できます。0120・49・3717
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増田クリニック
TEL:088-693-3020
藍住町役場東 500m

健診・予防接種承ります。
●診療科目：内科・循環器科

心臓血管外科・ペインクリニック内科

診療時間 月 火 水 木 金 土
○ ○ ○ ○

／

○

○ ○ ○ ○

○
5:30
まで

午前9:00～12:30

午後2:30～　6:30

医療法人
健美会

とくしま耳鼻咽喉科
クリニック

診療科目：耳鼻咽喉科・アレルギー科・気管食道科・小児科

じ　　び　いん こう　か

診療時間

8:45～13:00

14:30～18:00
14:00
↓
14:45

月 火 水 木 金 土 TEL088-683-3987（サンキューハナ）
マルナカ成長店　南 200mエネオスはいる
西条北島線

徳島環状線
四国三郎橋▼

洋服の青山● ●釣具店

●陸運局

●
エネオスGSマルナカ成長店●

●はなまるうどん

N
とくしま
耳鼻咽喉科

㈳日本耳鼻咽喉科学会 認定 耳鼻咽喉科専門医
㈳日本アレルギー学会 認定 アレルギー専門医

院長　棚本　洋文

とくしま耳鼻科 ☜検索

皆さんで徳島ヴォルティスの
応援に行きましょう！
●ホームゲームご案内
　６月17日（土） 午後７時から VS モンテディオ山形
　７月１日（土） 午後７時から VS ザスパクサツ群馬
　７月９日（日） 午後７時から VS ファジアーノ岡山
　７月22日（土） 午後７時から VS ヴァンフォーレ甲府
●試合会場　ポカリスエットスタジアム

「人生」という物語を
主人公として生き続ける
サービス付き 高齢者向け住宅

板野郡藍住町東中富敷地傍示50番地1
TEL.088-692-8589 いつもここから.com 検索

広報あいずみ広告・広報あいずみ広告・
町ホームページバナー広告町ホームページバナー広告主募集主募集

　広報あいずみと
町ホームページに
掲載する広告を
随時募集していま
す。申込方法等の
詳細は、町ホーム
ページをご覧くだ
さい。

広報あいずみ広告
広告料　1枠　1回18,000円
広告枠　1枠　縦60mm×横90mm

町ホームページバナー広告
広告料　1枠　月額10,000円
大きさ　縦60ピクセル　横150ピクセル
※町ホームページのトップページに掲載します。

申 ・問��政策推進室（☎637・3124）


